幾何学序論ＩＩ　問題集　（2006年1月10日公開）
（09：01：07、09：10：06、10：01：13修正）　

中学校2年の教科書も参考になります。

証明：仮定から出発し、既に正しいと認めた事項を根拠にして、結論を導くこと。

既に正しいと認めた事項：二等辺三角形の両底角、三角形の合同条件、対頂角の性質、平行線と同位角・錯角の性質、平行線の公理、三角形の内角の和は180°（故に、四角形の内角の和は360°）
二等辺三角形
問　△ＡＢＣで、

　　　∠Ｂ＝∠Ｃ　ならば　ＡＢ＝ＡＣ

　　であることを証明せよ。

問　AB=ACである二等辺三角形ABCで、底辺BC上に点Dがある。

∠BAD＝∠CAD　ならば　BD＝CDかつAD⊥BC　

であることを証明せよ。

直角三角形の合同条件　の証明
問（斜辺と他の一辺）
△ＡＢＣの辺ＢＣ上に点Ｈがある。
ＡＢ＝ＡＣ，ＡＨ⊥ＢＣ　ならば　△ＡＢＨ≡△ＡＣＨ

であることを証明せよ。

（Hint）：「二等辺三角形の両底角」と「三角形の内角の和は180°」を用いる。

（注）：△ＡＢＨと△ＡＣＨは

「斜辺と他の１辺が等しい」直角三角形になっている。
この問は、直角三角形の合同条件の証明を与えている事になる。

平行四辺形とその性質
問　平行四辺形の定義を述べよ。

[問（2組の対辺が等しい）]　四角形ABCDで、

　　　ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ　ならば　ＡＢ＝ＤＣ，ＡＤ＝ＢＣ

　　であることを証明せよ。

[問（2組の対角が等しい）]　四角形ABCDで、

　　　ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ　ならば　∠Ａ＝∠Ｃ，∠Ｂ＝∠Ｄ
　　であることを証明せよ。
[問（対角線の交点が、それぞれの中点である）]
　　四角形ＡＢＣＤで、２本の対角線の交点をＯとしておく。

　　　ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ　ならば　ＡＯ＝ＣＯ，ＢＯ＝ＤＯ

　　であることを証明せよ。（二つ前の問の結果を用いてよい）

平行四辺形になる条件
[問（2組の対辺が等しい）]　四角形ABCDで、

　　　ＡＢ＝ＤＣ，ＡＤ＝ＢＣ　ならば　ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ

　　であることを証明せよ。

[問（2組の対角が等しい）]　四角形ABCDで、

　　　∠Ａ＝∠Ｃ，∠Ｂ＝∠Ｄ　ならば　ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ

　　であることを証明せよ。（Hint：　∠Ａ＋∠Ｂの大きさに注目）
[問（対角線の交点が、それぞれの中点である）]

　四角形ＡＢＣＤで、２本の対角線の交点をＯとしておく。

　　　ＡＯ＝ＣＯ，ＢＯ＝ＤＯ　ならば　ＡＢ//ＤＣ，ＡＤ//ＢＣ　

　　であることを証明せよ。

[問（一組の対辺が、平行で等しい）]　四角形ABCDで、

　　　ＡＤ//ＢＣ，ＡＤ＝ＢＣ　ならば　ABCDは平行四辺形
　　であることを証明せよ。

長方形・ひし形・正方形とその性質

問　長方形の定義を述べよ。

問　ひし形の定義を述べよ。

問　正方形の定義を述べよ。
定理　長方形もひし形も、平行四辺形の一種である。

[証明]　長方形は2組の対角がそれぞれ等しく、ひし形は2組の対辺がそれぞれ等しい。

よって、どちらも「平行四辺形になる条件」を満たしている。
問　長方形ＡＢＣＤで、２本の対角線の交点をＯとしておく。

　　　AC＝DBを示せ。

問　ひし形ＡＢＣＤで、２本の対角線の交点をＯとしておく。

　　　AC⊥BDを示せ。

問　正方形の対角線は、長さが等しく、垂直に交わる。この事を証明せよ。

　　　（上記２問の結果を用いてよい）
